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オービフォールドに基づく
運動量空間におけるスピン特異構造の探索

大熊 信之 氏
東京大学大学院 理学系研究科 物理学専攻

運動量空間におけるスピン配位はスピントロニクス及びトポロジカル物質科学において重要な役
割を果たす。代表的には、トポロジカル絶縁体表面状態は運動量空間において巻き付き数+1のス
ピン渦構造として記述され、その特異なスピン配位は電気磁気効果の源となる [1]。近年より注目
を集める例としては、ワイル半金属のワイル点近傍で見られる巻き付き数±1のスピンモノポール
構造が挙げられる。
 
ところで、運動量空間におけるスピン配位をトーラス上のベクトル場として捉えた時、ポアンカレ
ホップの指数定理により、上記のような特異構造の巻き付き数の総和はトーラスのオイラー数で
ある0に等しくなる [2]。この事は、スピン配位が運動量空間のトポロジーに影響を受けることを
示唆している。
 
本セミナーでは上記の考え方を発展させ、空間群の対称性下で取りうる運動量空間における電子
スピン配位の考察を行う。このための数学的道具として、オービフォールドと呼ばれる多様体の
拡張を導入し、そのトポロジーを調べる事で可能なスピン配位に関する拘束条件を導出する。特
に、高い巻き付き数を持つ構造や運動量空間の一般点に現れるワイル点の予言の可能性について
議論する。
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